




A Practice of the Support for Children’s Art Expression in Nursery Schools:




This report gathers a practice record of the project “a flower should be in a fields” undertaken in the art space “nohako” 
which works in Nakano-ku, Tokyo. This project prepares an opportunity for the nursery schools of the area, the children, and 
their care workers to touch an art through participation in a print artist's work and its work process by Hiroki Satake. The art 

























































































































写真 4.  彫刻刀でカット（人物ステンシル版の作成）
写真 5. 人物シルエットに合わせて、紋きり文様をアレンジ（3 版）
写真 6. 紋きり文様をフィルムにトレース、カット（紋きりステンシル版の作成）
写真 7-8. 和紙（三椏紙）に紋きりステンシル版をスプレー
 （使用色はアクリル絵の具を 3 版にそれぞれ、赤青黄の 3 色× 3 セット＝ 9 色、白、パール）
写真 9.  紋きり版の上に、人物版をスプレ （ー上記同色の組み合わせ）
写真 10. 和紙（楮紙）の人物シルエット内に花柄版（3 版）をスプレ （ー上記同色の組み合わせ）
写真 11.  和紙をパネルに水張り
写真 12.   和紙は 3 層構造となり、1 層目（捨て張り/楮和紙）2 層目（花柄/楮和紙＝生成り）3 層目（紋きり及び人物/三椏
紙＝薄手）、それぞれが透過し、3 層目（紋きり及び人物）から 2 層目（花柄）が透けて見える構造となる　
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写真 13.  《Greeting flower (Ehara Nursery school)》 2016 年制作、333 × 530mm、ステンシル/和紙にアクリル
 stencil/acrylic on Japanese paper、photo: Kana Shinya
写真 14.  《Greeting flower (Shirasagi Nursery school)》 2016 年制作、380 × 455mm、ステンシル/和紙にアクリル
 stencil/acrylic on Japanese paper、photo: Kana Shinya
写真 15.  《Greeting flower (Yamato higashi Nursery school)》 2016 年制作、333 × 455mm、ステンシル/和紙にアクリル
 stencil/acrylic on Japanese paper、photo: Kana Shinya
写真 16.  《Greeting flower (Yayoi Nursery school)》 2016 年制作、333 × 455mm、ステンシル/和紙にアクリル
 stencil/acrylic on Japanese paper、photo: Kana Shinya
写真 17.  《Greeting flower (Nanami Nursery school)》 2016 年制作、333 × 455mm、ステンシル/和紙にアクリル
 stencil/acrylic on Japanese paper、photo: Kana Shinya　







写真 18.  アートスペースnohakoでの作品展示（プロジェクト作品のインスタレーションビュー）、 photo: Kana Shinya
写真 19.   アートスペースnohakoでの作品展示（《Greeting flower (Ehara Nursery school)》（L）、《Greeting flower (Yamato 
higashi Nursery school)》（C）、 《Greeting flower (Nanami Nursery school)》（R））、 photo: Kana Shinya
写真 20.   アートスペースnohakoでの作品展示（《Greeting flower (Yayoi Nursery school)》（L）、《Greeting flower (Shirasagi 
Nursery school)》（R））、 photo: Kana Shinya
写真 21. アートスペースnohakoでの作品展示（プロジェクト作品のインスタレーションビュー）、 photo: Kana Shinya
写真 22.   アートスペースnohakoでの作品展示（《Greeting flower (K.F.&H＋S.maonadelpha)》（L) 2013年制作、《Greeting 
flower (K&I)》（R） 2012 年制作）、 photo: Kana Shinya
写真 23.  アートスペースnohakoでの作品展示（《Greeting flower (K&N)》2012 年制作）、 photo: Kana Shinya























写真 24. 中野区立江原保育園における《Greeting flower (Ehara Nursery school)》の展示設営
写真 25.　中野区立白鷺保育園における《Greeting flower (Shirasagi Nursery school)》の展示設営
写真 26.  中野区立大和東保育園における《Greeting flower (Yamato higashi Nursery school)》の展示設営
写真 27.  中野区立弥生保育園における《Greeting flower (Yayoi Nursery school)》の展示設営
写真 28.  七海保育園における《Greeting flower (Nanami Nursery school)》の展示設営
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れると良いですね。子どもにとって偶然に出来上がっ
たものであっても、「飾る」というひと手間をかけるこ
とで作品に命が宿るというか、そういうひと手間を大
切にしていきたいものです
・	今回のような素晴らしいプロジェクトに参加させて頂
き、本当に嬉しく思っています。ありがとうございま
した。子ども達は、皆、一人ひとりが芸術家でありま
す。それぞれの表現をそれぞれの素敵と捉えています。
その中で「本物にふれる機会」を大切にしたいと常々
考えています。音楽であれ、運動であれ、「本物」を経
験する機会を年に一度はと取り組んでいます。今回の
アート作品との出会いは、まさに本物にふれ本物を感
じられ（しかも親子で！）、とても良かったです。今後
もこういった機会があったら良いなと思っています。
・	自分達が作品になる、そんな世界があるということに
ふれたことは、子どもにとってとても大きな経験にな
ったと思います／作品を観て、「やってみたい」という
声が上がっていたので、子ども達と一緒に作品を作っ
てみたいと思いました／本物の作品にふれることで、
子どもも大人も「やってみたい」という気持ちになり、
造形表現遊びに対しての意欲が高まりました。日頃の
保育の中でも大切にしている「幼い頃に本物にふれる
大切さ」を改めて実感しました／見たものや知ってい
るものを、その通りに描き、作ることが苦手な子も、
いろいろな表現方法を知るきっかけになるのではと感
じます／今回の作品を拝見し、今まで図工や美術とい
うものが苦手でしたが、私自身もやってみたいと思い
ました／小さいうちから本物にふれることで、苦手意
識を持たずに表現できるようになると思いました／園
では子ども達の作品を飾りふれる機会はあるが、大人
のアート作品にふれる機会は少ないので、貴重な経験
になったと感じた。様々な作品にふれていく中で、子
ども達の感覚を育てることが出来ると感じた／写真を
もとにした作品を見たことで、子どもがいつもと違う
視点で写真を観る姿があり、アート作品にふれること
の大切さを感じた／作品を観ることで、作り方にも興
味を持ち、豊かな感性や表現力が養われると思った／
作品を観ながら、自分や友達を探す面白さを味わい、
そこから「不思議だな」「何だろう」という興味関心が
出るのではないかと感じた
まとめ
　今回のプロジェクト名である「花は野にあるように」
は、千利休が「利休七則」に残した茶花の在り方を示す
言葉を用い、「花柄」をあしらった人々を表現する佐竹氏
の作品が「野」へと拡がるイメージをプロジェクト名に
重ねている。そうした今回のプロジェクトは、以下の二
つの成果を見出すものだった。
　一つは、中野区というローカルな地域エリアを表現の
場として捉え、アート活動がその中でのインスタレーシ
ョンアートとして展開出来たことである。インスタレー
ションとは、本来的に絵画をギャラリーに飾る、あるい
は立体作品を設置する等の展示用語であったが、それ自
体がアート表現となる現在、オーディエンスとのコミュ
ニケーションをはかるために設えられた場を広く示すも
のとなっている。今回のプロジェクトにおいては、イン
スタレーションの対象空間の概念を都市空間としての地
域エリアに読み換え、保育園にアート作品を存在させる、
あるいはアート作品にふれる場を地域社会の中に設置す
ることを具現化し、アートの可能性を引き出すものとな
った。
　二つ目の成果は、プロジェクトを通じて、子ども達や
保育園関係者がアートに参加するオーディエンスとして
日常の保育環境からのアウトリーチを経験し、またアー
ト活動が、ギャラリーの制度や空間性、美術作品の従来
的な鑑賞方法からのアウトリーチを経験したことである。
中野区は東京都内の中でも、美術館が無くギャラリーも
少ないエリアの一つである。そうした地域性の中で、子
ども達がアーティストに出会い、自分がモデルとなって
制作された作品が展示されるギャラリーを訪れる、ある
いはアーティストやギャラリーが従来の展示空間とは別
空間に作品を移しアートを提示することがプロジェクト
によって実現したのである。今回のプロジェクトは、そ
うした子ども達や保育園関係者とアーティストやギャラ
リーの双方の歩み寄りを、アートによって導き出せたと
いえるだろう。
　これらの成果とともに、アートを通じた子どもの造形
表現への支援は保育現場の理解と環境が十分に整わなけ
れば困難であることも、プロジェクトの様々な場面にお
いて痛感をした。このような今回のプロジェクトを共に
進め、協力を頂いた参加保育園や中野区子ども教育部、
また充実したプロジェクト作品を仕上げて下さった佐竹
宏樹氏には、心から感謝をしたい。今後も保育現場とア
ートの接点をつくり、子どもの造形表現を豊かなものに
していく支援を継続していきたいと思う。　
